






要約:アトピー性皮膚炎患児 6名に対して,食餌中のリノール酸を減らし,α-リノレン酸を

増やすために,エゴマ油を用いた食事指導を行った。その結果,アトピー性皮膚炎の症状

は,3 例が改善傾向を示し,他の 1 例も指導を継続することで改善傾向を示した。血清リン

脂質中の多価不飽和脂肪酸のうち,n3/n6 比,EPA/AA 比の上昇が見られ,多核白血球からの

LTC4 放出が減少する傾向がみられた。このような必須脂肪酸のバランスをとる食事指導は,

アレルギー疾患治療の基礎として有益である可能性が示唆された。 


